
恵那市企画課
（令和元年６月）

資料NO.２

統計から見た恵那市の現状



1．人口

◇本市の人口は平成３０年１０月現在で４９，２２８人、平成１７年と比べると６，５３３人

減少（１１．７２％減）しており、年間約５００人づつ減少している。

◇世帯数は横ばいの状態である。

◇岐阜県及び東濃の各市においても人口は減少しており、推移を比較すると、恵那市

の減少率が一番大きい。
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◇０～１４歳（年少人口）と１５～６４歳（生産年齢人口）の減少が続く一方で、６５歳以

上（老年人口）は増加している。

◇若い世代が少なく、中高年層（４０～６４歳）に厚みのある年齢構造となっており、今

後、厚みのある中高年層が６５歳以上となり、高齢者はさらに増加するとみられる。

引用：統計からみた恵那市の現状（岐阜県）

引用：統計からみた恵那市の現状（岐阜県）
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◇死亡数が出生数を上回る「自然減」が続き、減少幅も大きい。

◇平成２９年の合計特殊出生率は１．４５であり、東濃５市の比較では２番目に高い。
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東濃西部の公衆衛生（東濃保健所）
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◇平成２９年４月に市立恵那病院に産婦人科が開設され、市内で分娩できる環境が

整った。

◇平成３０年度の分娩実績は２３２人（月平均１９．３人）である。

◇母親の年代別出生数の割合で３０代後半以降に出産する割合は平成１９年は１５．

２％に対し平成２９年は２９．５％と増加しており晩産化が進んでいる。

資料：地域医療課
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◇社会動態では転出者が転入者を上回る「転出超過」の状態が続いている。

【恵那市へ転入（H30）】 転入者数 １，４０６人 【恵那市から転出（H30）】 転出者数 １，４９４人
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◇Ｈ３０の転入・転出の内訳をみると、県内では「中津川市」「瑞浪市」など近隣市への

転入転出が多い。

◇県外では転入転出共に全体の約1/4が愛知県への移動である。
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引用：統計からみた恵那市の現状（岐阜県）

◇年代別、移動理由別の社会動態をみると、「職業上」や「結婚等」を理由として２０～

３０代の女性の転出が多い。
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◇第２次総合計画では策定時の人口推計４５，１００人対し、目標人口を４７，４００人

（差２，３００人）としている。国立社会保障・人口問題研究所による推計では、推計人

口４５，７００人で目標人口との差１，７００人となった。

◇今後も人口減少が進み、特に１５～６４歳（生産年齢人口）の人口減少が著しく、２０

４５年には６５歳以上の人口とほぼ同数になると推計されている。

53,718

51,067

48,800

47,400

51,073

48,400

45,700

48,200

45,100

42,000

44,000

46,000

48,000

50,000

52,000

54,000

2010

（H22）

2015

（H27）

2020

（R2）

2025

（R7）

（人）

（年）

第２次総合計画目標人口と人口推計

2,300

1,700

総合計画「人口推計」（H26.1月）

総合計画「目標人口」

「社人研」人口推計（H30.3月）

注：「社人研」＝国立社会保障・人口問題研究所「 日本の地域別将来推計人口」（平成30年3月推計）

53,718 
51,073 

48,441 
45,690 

42,898 
40,072 

37,190 
34,315 

7,052  6,364  5,754  5,140  4,621  4,174  3,821  3,505 

31,020 
28,033 

25,514 
23,534 

21,642 
19,775 

17,532 
15,625 

15,542  16,620  17,173  17,016  16,635  16,123  15,837  15,185 

 ‐

 10,000

 20,000

 30,000

 40,000

 50,000

 60,000

2010

（H22）

2015

（H27）

2020

（R2）

2025

（R7）

2030

（R12)

2035

（R17）

2040

（R22）

2045

（R27）

（人）

（年）

将来の人口推計（総人口及び年齢３区分別人口）
総人口

15～64歳

65歳以上

0～14歳

出典：国勢調査、2020年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（平成30年3月推計）

注：2015年以前の総人口には「年齢不詳」を含む

7



２．産業

◇１５歳以上の就業者数の割合では「サービス業」と「製造業」は約３割を占める。

◇製造業に係る「製造品出荷額」の東濃５市での比較では３番目に高い。

◇卸売業・小売業に係る「年間商品販売額」の東濃５市での比較では２番目に低い。
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３．観光・交流

◇平成３０年の観光客入込客数（暫定）は約４１０万人であり、過去最高となった。

◇平成３０年の宿泊者数は約２５万人であり、増加傾向である。
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◇平成２９年の観光地分類別観光客数は３４８万人であり、東濃５市では３番目に多

い。

◇平成２９年の観光地分類別観光客の割合をみると、恵那市では「道の駅」で約５割

を占めている。
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